
- 1 -

iPhoneのスマホでの操作見本（画像は i-Phone6スマホの ScreenShotです）
２０２２．１２．２３

１．pejv（実用エスペラント小辞典検索アプリ）使用方法説明まとめ
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２．初期画面やメニューで検索モードを切り換えたとき（入力欄に文字列が入ってない時）

（アプリを最初に立ち上げたとき） 見出語根検索のとき 見出前方一致検索のとき

（入力蘭に文字が入っていないときは、簡単な説明文が表示される）

（すでに検索結果が表示されている時に、検索モードを変更した場合、

新しいモードで検索し直して、結果を表示します。）
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３．語根検索モード 文字の入力のつど、自動的に検索されて結果が表示される（インクリメンタル検索機能）

『v』をタイプした時 続いて『o』をタイプした時 続いて『r』をタイプした時
『v』１文字のデータは有りません 『vo』に一致する３件が表示される 『vor』に一致する３件が表示される
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４．語根検索モードで文字を４桁入れた時

続いて『t』と４桁目をタイプしたら、 続けて絞り込むのに、数字を使った時は下記の通り

『vort』で始まる語根は、『vort』と『vortic』 示される

の２件が有るので、最初に語根ごとの一覧が ナンバー数字『1』を入れた時 『2』を入れた時
表示され、それぞれの件数がでる。続いて

「絞り込むには、No.の数字を入れるか、
続いて文字を入れるかします。または、

『@』を使って複合検索します。」の表示の
後に、両方合わせて７７件すべての検索結果

の単語が表示される。

どちらかに絞り込みたい時は、続けてナン

バー数字をタイプするか、または続く文字

を入れる。

数字を使った時は右側の画面の通り。

続く文字を入れる場合では、

（表示画面例の画像は次頁にあり）

例えば『a』を入れると、７７件の内で、
文字列『vorta』を含む１３件が表示される。
ただし、語根の『vortic』だけを表示した

い場合に、続けて『i』を入れても、『vortigi』なども表示される。このため、
『ic』と２文字いれなければなりませんので、ナンバー数字を使う方が良いで
しょう。 ４桁の文字で始まる語根が沢山有る場合はナンバーが２桁の数字もあります。

実用エスペラント小辞典の場合、１単語の説明部分が少ないので、最大５００件表示できます。

見つけた件数は、最大１０００件までしか数えませんので、１０００件を超える場合は正確な件数になりません。

半角の記号『 ＠ 』を使う複合検索の場合は後で詳しく説明しますが、『vort@ar』などと入れます。
語根検索の場合は、語根の『vort』と語根の『ar』の両方を含む語、『vort/ar/o』、『vort/ar/ist/o』が表示されます。
ただし、語根検索以外では『@』の後の文字列『ar』については、部分一致で調べますので、『vort/aranĝ/o』なども出てきます。
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語根検索モードで文字を４桁入れた時、更に絞り込むのに、文字を使った場合の例

vorta vortar vorte vorti
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５．『@』を使った複合（AND）検索機能

検索語を２つ『＠』で結合して検索すると、両方の検索語を含むデータを見つけて表示します。

『abel』と『ist』では『abel@ist』や、『bat』と『de』では『bat@de』などと入れる

●『見出語根検索』での AND検索機能 ●『見出語根検索』以外での AND検索機能

AAA@BBB と入れた場合は、 AAA@BBB と入れた場合は、AAAの文字列を含むデータを選んだ後、
AAAの語根と BBBの語根の それらの選ばれたデータの中から、BBBの文字列を部分的に含むデータが選ばれます
両方を含むデータが選ばれます。

『見出前方一致検索』で 『見出前方一致検索』で

abel@ist bat@de de@te te@de
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６．メニューによる、検索モードの変更等

メニューを押した時の画面

右上の３個の点の縦並び記号『 … 』を押す（タップする）とメニューで検索モードを

変更できます。

検索モード変更の他に、『使用方法解説』と『Font縮小』『Font拡大』『a≠Aに変更する』
（大文字・小文字を区別しているときは『a＝Aに変更する』）が選択できます。

検索モードは、初期値の『見出語根一致』以外に、見出の検索では『前方』・『部分』・

『語尾』・『完全』の４つの『一致』モードが選べます。

また、日本語訳の部分を含めた辞書全文を対象とした『全体部分一致』では、英字以

外に日本語での訳語の検索ができます。

検索モードは、検索文字入力場所の左の

＊＊： で分かります

『見出語根一致』では 語根：

『見出前方一致』では 見前：

『見出部分一致』では 見部：

『見出語尾一致』では 見尾：

『見出完全一致』では 見完：

『全体部分一致』では 全文：
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７．その他の検索例

見出語尾一致で vor
見出前方一致で abel 見出部分一致で sele (品詞語尾が無いので何も出ない）

見出語尾一致で vori
(動詞の品詞語尾 i が有り、４件出る）
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見出完全一致で oni 見出部分一致で oni 全体部分一致で やま 全体部分一致で 山

見出完全一致では１件のみ 部分一致なら、４４５件あり ６件あり １９３件あり
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８．辞書の説明文の表示内容は下記の通りです

■ 辞書の使用方法

●字上符文字は小文字の xをつけて、cx, Cx等で入力します。
●右上の『横三点』のマークで、検索モード等の選択ができます。『使用方法解説』で、この解説文が

出ます。

『Font縮小』、『Font拡大』で、表示文字の大きさを変えられます。
『a≠Aに変更する』、『a＝Aに変更する』で、大文字・小文字の区別するか・しないか切替ができます。
●検索は、『見出』だけか、それとも『訳語・説明』も含めた『全文』に分かれます。

『全文』の場合は『部分一致』のみですが、『見出』の場合は『語根』・『前方』・『語尾』・『部分』一致が

選べます。

●『語根』（見出語根検索）では、見出の語根で検索します。語根を入力するとすぐに検索結果が出ま

す。３桁までの入力では、その語根と完全一致するもの、４桁入力すると、完全一致又は前方一致するも

のが全て表示されます。４桁以上の語根の場合、続いて分類のナンバー数字や５桁以下の文字を入力する

と、検索結果を絞り込んで表示できます。

●『語根』以外の検索方式でも、検索文字を入力すると、検索結果が表示されますが、すこし遅れる場

合があります。

●語根検索では大文字と小文字の区別をしません。

語根検索以外で、特にエスペラント単語の大文字・小文字の区別をして検索したい場合には、メニュー

で変更してください。

●メニューボタンの右側に大文字の『A』が表示されている時は、大文字・小文字の区別をします。
●検索結果の表示画面では、検索文字に一致した文字列を、大文字・小文字の区別をせず、

赤色で表示しています。

■ 『@』で複合検索機能 （画像は以下略）

●検索文字に続けて『@』と２番目の検索文字を付け加えると、複合検索ができます。
●見出検索で『@』を使うと、二番目の検索語については、見出及び説明文中で『部分一致』するもの

が選ばれます。
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９．フォントの文字の大きさを変更する

最小の文字の大きさ 最大は制限無し

メニューから、『Font縮小』、『Font拡大』を押すと、表示文字の大きさを変えられます。
以後、その大きさで表示されます。 （文字の拡大に制限はないが

文字の縮小に制限があります。 文字の拡大に制限がありませんが、 メニューが全部見える程度

にしておきましょう）

（最小の文字の大きさ） （最大は制限無し）
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１０． 大文字・小文字を区別する場合

メニューで、『a≠Aに変更する』を押して、変更しない限り、初期設定では、大文字・小文字の区別はしません。
区別したい場合は、メニューで『a≠Aに変更する』を押します。するとメニューボタンの右側に大文字の『A』が表示されます。
メニューボタンの右側に大文字の『A』が表示されている時は、大文字・小文字の区別をします。
メニューボタンの右側になにも表示されていない時は、大文字・小文字の区別をしません。

（大文字・小文字の区別をしないとき） （大文字・小文字の区別をするとき）
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１１．見出の語根区切りにスラッシュ『/』が使われているが、入力文字に使えません。
使う場合は下記の点に注意が必要である。

１２．検索結果の表示で検索文字列に一致した部分が分かるように赤色で表示する

１３．『見出語根検索』以外のどの検索モードでもインクリメンタル検索であり、特にエンターキーの押下は不要。


